
Q1. 平野先生が指導されているケー
スコンペティションについて教えて
ください。 

私が指導しているコンペティションは国
際法模擬裁判と（国際人道法の）ロール
プレイの 2 つです。 

“国際法模擬裁判コンペティション” の流れ

“国際人道法ロールプレイ” の流れ

去年までは完全オンラインで指導を行っ
ていましたが、現在は対面で 1、2 週間
に一度集まって、私から学生にフィード
バックして、大会に向けて準備を行って
います。大会とは別に、模擬裁判を行う
合同ゼミを立命館大学の先生と行ってい
ます。大会の方は、ゼミの中から有志で
参加を希望する 4 年生が出場しており、
彼らは先輩として合同ゼミに参加する 3
年生へのサポートも行っています。この
活動は、図書館とデータベース、そして

コンペティションに参加した時です。私
はロールプレイはやったことが無かった
のですが、APU 生の演技力も素晴らしく
て非常に面白かったですね。流石日本チャ
ンピオン！ 

●学生の参加に関して 

Q4.学生にとって必要なスキルや心掛け
るべき姿勢を教えてください。 

法的な知識としては、ある事実関係を法
律に当てはめたときにどう評価するのか
という「リーガルマインド」を持つこと
が必要です。その際、国際法の内容が曖
昧な場合があるんですが、その時に必要
となってくるのが「リサーチ力」、どうやっ
て関連する法文書を探すのか、更にはど

うすれば説得的な論証になるのか、自ら
考えながら取り組むスキルは欠かせない
ですね。 

「英語力」はもちろんですが、書面に欠か
せない「文章力」、ロールプレイでは特に

「対人スキル」、そしてたとえ自信が無い
ことでも「自信を持って挑む力」、論証が
崩れても組み立て直せる「忍耐力」も非
常に重要になってくると思いますね。 

そして、学生たちがチームとして同じ土
俵に立っていることが非常に重要です。
これに関しては私（教員）が指示するこ
とができるものではないんですよ。だか
ら学生たちは個人個人の目標は違っても、
チームメイトがどのようなモチベーショ
ンを持ってコンペティションに参加して

事務局から架空の国家の紛争を題材にし
た問題文が提示される 
↓ 
書面（メモリアル） 
チームごとに主張を文章にまとめる。
↓ 
口頭弁論 
架空の事実関係において発生した法的問
題について、原告側と被告側に分かれて
裁判官を前に弁論を行う。 

大会当日に公開される場面設定に基づ
き、武力紛争下におけるさまざまな架
空の状況下で、人道支援団体をはじめ
政府、メディアなど、各自割り当てら
れた様々な役割を演じ、戦闘員や捕虜
といったミッションに挑む。

国際法や日々の学びで得た知識やスキル
を総合的に活用することが欠かせません
ね。 

Q2. 模擬裁判への参加のきっかけは何
ですか？ 

学生時代、自分自身も模擬裁判に参加し
ていた経験がありました。そして、実際
に APU の 環 境、主 に 初 年 次 教 育

（MCW）の講義やその雰囲気、TA の活
動を見て、アクティブな学び方がケース
コンペティションにフィットすると感じ
たんです。これに加えて、国際法の講義
で学んだことを活かし、さらにゼミでそ
の実力を発揮する学生たちをみて、その
可能性を感じたんです。そこで実際にゼ
ミ生に声を掛けてみると「やりたい！」

という声が出たので「じゃあ、やるから
には勝とうぜ」って。これが始まりですね。 

Q3.今までで最も興味深かったコンペ
ティションは何ですか？ 

国際法模擬裁判コンペティション「アジ
アカップ」という大会には、日本から２
つの大学だけが出場できるんです。初め
ての挑戦で APU は、国内選抜を突破し、
日本代表の出場権を獲得したんです。そ
の時は書類審査だけでしたので、認めら
れるレベルに達していることが、驚きと
いうか喜びというか、そうゆうものを感
じましたね。これに、後輩たちも触発さ
れたと思います。 

もう一つは「国際人道法のロールプレイ」

いるのか、たとえ熱意が違ったとしても
互いに歩み寄る姿勢、それぞれが置かれ
ている状況が違うということを理解する
ことが大切になります。 

Q5. コンペティションは学生にとって重
要（有益）な経験であると思いますが、
具体的にどういった部分が鍛えられるの
でしょうか？  

前問で述べたスキルは間違いなく全て鍛
えられるのですが、コンペティションを
経験していく中で重要だと思ったのは、
できたときに承認が得られることで自信
になるということです。APU には法学部
がないので、参加する学生はできている
のかどうかが分からないんですよね。教
員が言うことを全面的に信頼しなければ

ならないのですが、対外的なところで一
定の成果を得ることは大きな自信になり
ますし、（APU）外の環境で裁判官をす
る先生や他校の学生からフィードバック
を得ることでより客観的に能力を伸ばす
ということができると思いますね。 

ただ課外活動であるため、単位にはなり
ません。就職や大学院進学の準備などと
の両立はやはり難しいので、マネジメン
ト能力がないと大変にはなりますね。 

 ●指導側（教員）に関して 

Q6.学生の経験がより良いものとなるよ
うに心掛けていることはありますか？ 

まず、「学生が自信を持って挑戦できるよ

うサポートすること」。やっぱり名門大学
とのコンペティションになると学生たち
も及び腰になってしまうことがあるんで
すが、「勝っていいんだよ！全力で戦って
こい！」とサポートしています。そして、

「プランニング」。必死のあまり潰れてし
まうことがないように個人個人をみるこ
とを心掛けていますね。また、「学生自身
の成果や今後伸ばすべき能力を具体的に
言語化して伝えること」。そうすることで
学生たちはより自信をもって取り組める
と思うんですよね。 

以上のようなことが、私が学生たちに対
して心掛けていることですが、日々学生
たちが頑張る姿を見て、私自身も活力を
もらっています。相乗効果ですよね。また、
先程述べたロールプレイなど私自身が経

験したことが無いわけですが、指導しな
がら気づくことも多く、私としても学び
ですよね。 

Q7. 今後のコンペティションに関して意気込
みをお願いします。 

先週末ロールプレイの大会があって、2
年連続優勝したんです。その結果 3 名の
学生がアルバニアで行われる世界大会に
出場することが決まりました。だから今
は「世界を舞台に頑張れ！」っていう気
持ちが一番大きいですね。 

はじめに

APSでは、ロールプレイやムートコー
トなど、従来の教室学習を超えた多
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がないので、参加する学生はできている
のかどうかが分からないんですよね。教
員が言うことを全面的に信頼しなければ

ならないのですが、対外的なところで一
定の成果を得ることは大きな自信になり
ますし、（APU）外の環境で裁判官をす
る先生や他校の学生からフィードバック
を得ることでより客観的に能力を伸ばす
ということができると思いますね。 

ただ課外活動であるため、単位にはなり
ません。就職や大学院進学の準備などと
の両立はやはり難しいので、マネジメン
ト能力がないと大変にはなりますね。 

 ●指導側（教員）に関して 

Q6.学生の経験がより良いものとなるよ
うに心掛けていることはありますか？ 

まず、「学生が自信を持って挑戦できるよ

うサポートすること」。やっぱり名門大学
とのコンペティションになると学生たち
も及び腰になってしまうことがあるんで
すが、「勝っていいんだよ！全力で戦って
こい！」とサポートしています。そして、

「プランニング」。必死のあまり潰れてし
まうことがないように個人個人をみるこ
とを心掛けていますね。また、「学生自身
の成果や今後伸ばすべき能力を具体的に
言語化して伝えること」。そうすることで
学生たちはより自信をもって取り組める
と思うんですよね。 

以上のようなことが、私が学生たちに対
して心掛けていることですが、日々学生
たちが頑張る姿を見て、私自身も活力を
もらっています。相乗効果ですよね。また、
先程述べたロールプレイなど私自身が経

験したことが無いわけですが、指導しな
がら気づくことも多く、私としても学び
ですよね。 

Q7. 今後のコンペティションに関して意気込
みをお願いします。 

先週末ロールプレイの大会があって、2
年連続優勝したんです。その結果 3 名の
学生がアルバニアで行われる世界大会に
出場することが決まりました。だから今
は「世界を舞台に頑張れ！」っていう気
持ちが一番大きいですね。 

インタビューの感想
今回のインタビューは、ケースコンペティションの魅力を直接先生から
お伺いすることができた非常に貴重な機会でした。特に普段は手厚いサ
ポートを行っている先生ご自身の指導に関してお聞きできたことは非常
に興味深いものでした。 
今後も多くの方がコンペティションで新たな挑戦をされること、この記
事がコンペティションに興味のある学生の方々の参考になることを願っ
ています。

Project Q のメンバーと平野先生
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インタビュアー＆ライター
名前：柴田彩葉
学部：APS
出身 : 日本 
メッセージ : 皆さん、こんにちは！2021
年秋から ALRCS で Q-team メンバーと
して活動している柴田彩葉です。趣味は音
楽を聴くことと、デザインをみることです。
ProjectQ に参加したことで、APU での
学びについて教授や先輩である学生の視点
から知ることができ、
私自身の学びを一層深めたいという思いが
強まりました。今後もインタビューで知り、
感じたゼミの魅力について学生の皆さんに
お伝えしたいと思います！

インタビュアー
名前：ドゥ ノク ミン トゥー
学部：APM(A&F)
出身 : ベトナム 
メッセージ : こんにちは！2 回生で会計・
ファイナンスを専攻しているゾーイです。
私は文章を書いたりブログを書いたりする
ことに情熱をもって取り組んでいます。た
くさんの人と話をして話を聞き、みんなに
読んでもらえるように構成された記事を書
くまでの過程が好きです。私は Q チーム
のメンバーとして、APU での学びについ
て、教員と学生両者にとって質の高い記事
を提供していきたいと思っています。 




